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最初のグループを止めた人の 「退会理由」とその後の学習実態
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1.は じめ に

筆者は、全国のオカ リーナ学習者 を対象に研究を進め、「オカ リーナによる生涯学習(1)」(注1)、

「オカ リーナによる生涯学習(2)」(注2)と して名古屋市立大学の研 究紀要 に報告 した。その内容

は、①全国のオカ リーナ グループの掘 り起 こし、②オカ リーナ学習者の学習実態、③彼 らの音楽

的なバ ツクグラン ド、④音楽の好み、⑤彼 らが望む社会 との関わ り、⑥学習者の継続学習期間で

ある。調査の結果分かったことは、オカ リーナ グループは、全国に500以 上あ り、その範囲は北

海道か ら沖縄まで全国に渡っ ている。その学習者は、主婦が50%以 上 を占め、 フルタイムで働 く

人もかな り多い。 また年齢は、男性は60代 、女性は50代 の人が多 く、小学生か ら80代 の高齢者 も

含まれていた。学習者の うち15%は 、以前に楽器を習ったことがあ り、楽譜が読 める人は30%で

ある。また、78%は オカ リーナの音色に魅かれて学習を始め、93%の 人が学習を楽 しい ものに感

じている、 とい う実態 を掴む ことができた。 しか し、最初のグループに入会 しても、その学習継

続期間は、全国平均3年2ヶ 月とい う結果が出た.(注3)こ の結果を得て、彼 らのグループ所属期

間の短 さに大きな疑問を感 じた。学習者の多 くは、オカ リーナに憧れて学習を開始 し、練習を楽

しいと感 じているにも拘わ らず、なぜそんな短期間にグループを止めていくのか、そ して止めた

後のオカ リーナとの関わ り方に対 して大変興味を覚えた。そこで今回は、グループを止めた人を

対象に して、止 めた理 由は何か、そ してグループを止めた後はオカ リーナの練習をも止めて しま

ったのか、あるいは最初のグループを止めても、新たな方法で学習を継続 させているのであろ う

かなど、オカ リーナ と彼 らの関わ り方について追跡調査を試みた。作業を始めるにあた り、最初

のグループを止めた人を探 し出 し、止めた理 由、止めた後の学習の実態についてアンケー ト調査

を実施 した。その結果、止めた理 由、止め後 のオカ リーナ との関わ り方 も個々に違 ってい ること

が分かった。そこで、 もう少 し詳細な個々の情報 を入手す るために、アンケー トに答えて もらっ

た人の中か ら6名 を選び出 し、①子供の頃の音楽的環境、②最初のグループを止めた理由、③止

めた後のオカ リーナ との関わ りについて、聞き取 り調査を行った。

今回の報告は、最初のグループを止 めた46名 のアンケー ト調査か ら得 られた結果 と、その中の

6名 の聞き取 りから得 られた情報の2つ を分析す ることによ り、オカ リーナ学習 をしてい る人の

音楽的なバ ックグラン ドやグループとして学習 を行 うための楽 しさ、学習継続す る上での問題点

などを探 し出 し、これ らを踏 まえた上で、生涯音楽学習 としてのオカ リーナのあ り方について考



察 してみたい。

Ⅱ.最 初 の グ ル ー プ を止 め た 人 の 「退 会 理 由」

1.調 査対象 と調査項 目

まず、止めた人についての情報 を 「中部オカ リーナ協会」の名簿で調べた り、聞き込みで

51名 を見つけ出す ことができた。その51名 に調査用紙 と調査 に対する依頼文 を添えて郵送 し

た。調査期間は、2004年11月4日 か ら24日 の20日 間である。51名 中46名 の回答 があった。

(90.2%)。

調査項 目は、以下の とお りである。

1)自 身に対す るお尋ね

①性別

②年齢 と性別

2)所 属期間

3)グ ループにいた頃の活動

4)楽 しかったこと

5)嫌 に感 じたこと

6)グ ループを止めた(休 んだ)主 な理由

7)止 めてか らのオカ リーナ との関わ り

8)継 続期間

9)オ カ リーナについて感 じていること

2.調 査結果

これ らの調査 を分析す ると、次のよ うな結果 を得 ることができた。

1)自 身に対す るお尋ね

① 性別

表1.「 性別」は、調査対象46名 の性別を表 したものである。



そ の内訳 は 、男性 が9名(19.6%)、 女性 が37名(80.4%)で ある。彼 ら46名 は、名

古 屋近郊 に住 ん でい る 「中部 オ カ リー ナ協 会」 に属 してい た人 々で あ る。

② 年齢 と性別

表2.「 年 齢 と性別 」 は、 対象 者 の年齢 を性別 して表 に した もの で あ る。 ア ンケ ー ト

結果 は 、以 下の とお りであ る。

表2.「 年齢 と性別 」 か ら見 る と、止 めた人 の多 い のは、60代 の男性 で5名(55.6%)、

女性 は50代 が多 く、13名(35.1%)で あ る。 ち なみ に筆者 の2000年 の学 習者 の年 齢 の調

査 に よれ ば 、男性 は60代(28.9%)、 女性 は50代(43.2%)が 多い か ら、 この数値 は学

習者 の数 に比 例 して い る。(注4)

2)所 属期 間

表3.「 所属 期 間」 は 、学習者 が最初 の グル ー プ に所属 してい た期 間 を示す もの で あ る。

表3.「 所属期間」か ら分かるように、女性 の方が所属期間は長い。女性の場合、3年

か ら5年 以上続 けた人が26名(70.3%)あ った。継続期間が3年 未満の男性 は、9名 中7

名(77.8%)で ある ところか ら、継続期間は女性の方が長いことが分かる。彼 らの継続期

間は、平均4.1年 であ り、この数値は、全国平均3.2年 よりもやや長い。 しか し、この数を

金子敦子著 「大正琴の世界」の中で調査 された学習者 と比較 してみると、大正琴では10年

以上続 けている人が33.5%あ り、その学習暦には大きな開きが見 られた。大正琴 には家元

による資格制度があ り、師範資格を希望する人は7年 ～10年 の歳月をかけて課題 を習得 し



た後、試験を経て指導者 として認知 され る。学習者 の中には資格習得 あるいは演奏家にな

ることを目指 している人が35%あ る とい う。(注5)その 目的の違いが、オカ リーナ と大正琴

の学習者の継続期間に関係 してくるのであろ うか。

3)グ ループにいた頃の活動(複 数回答)

表4.は グループに所属 していた頃の活動について尋ねた ものである。

表4.「 グループにいた頃の活動」はグループに所属 していた頃に参加 した行事につい

記述 してもらったものである。対象者の約85%近 くは、「協会」のフェステ ィバルに出演

している。 この行事は、「協会」の会員が一同に集 い、 グループ単位 で演奏 を披露 してい

くコンサー トである。2005年 は第11回 目にあた り、 「ウイルあいち」で36グ ループの参加

で開催 され た。 コンサー トホールで演奏するとい う意味において、会員たちが最大の楽 し

み としている行事である。2番 目は地域の行事に参加 した人が多 く、25名(54.3%)と 続

く。センター祭 り ・施設 ・学校な どの地域での活動に参加 した人は40名 とかな り多い。

4)楽 しかったこと(複 数回答)

表5は 、グループに所属 していた頃、楽 しかった ことについて記述 して もらったもので

ある。

表5.「 楽 しか った こ と」 は、 男女 ともに 〈皆で 演奏 が で きた こ と〉を挙 げて い る。 こ



のく皆で演奏ができたこと〉は、皆で気持 ちを一つに して演奏 した結果、仲間同士の結び

つ きを感 じることが出来た喜びであろ うか。又、練習を続 けてこそできる＜新 しい曲が吹

けるようになった喜び〉〈聴いてもらい、喜んで もらえる満足感 〉な ど、成 し遂げた喜び、

自分の技量が上がった喜びを27名 の人が楽 しいと感 じている。

5)嫌 に感 じたこと

グループに所属 していた頃、嫌 に感 じた ことをについて尋ねた ものである。

表6.「 嫌 に感 じた こと」 は、胸のつか えを吐き出すよ うに綴った人が何人 もいた。〈

指導者の指導法 〉と〈出演のお礼金に対す る指導者 との考え方の相違 〉など、指導者 との

わだかま りが原因でグループを止めて しまった人 もあった。次々に人が止めて会が寂れて

い くことに対 して 「嫌」 とい うよ りは、寂 しさを感 じた人 もあった。意外な回答 として〈

世話役、場所取 り〉が嫌で止めてい く人 もあった。生涯学習セ ンター を練習場 として 自主

運営 をしているグループに とっては、世話役が回って来るのは当然なことと思われ る。彼

らに とってはそれが負担 とな るのであろ うか。 しか し、 自主運営のメ リッ トも考慮 されな

けれ ばな らない。彼 らの一月分の必要経費は、平均一人当た り2995円 と少 ない負担ですん

でいるか らである。(注6)〈外部への出演がきつかった〉と回答 してい る人があるよ うに、

年齢や健康面において、外部での依頼演奏に応 じることを負担 に感 じている人もあった。

6)グ ループを止めた(休 んだ)主 な理 由(複 数回答)

次に、グループを止 めた主な理 由を次の8項 目から選んで もらった。



グルー プを止めた理由 としては、19名 が"忙 しくなった"と している(37.3%)。 この

中には、本 当に忙 しくなった人、本当の理由は秘めて、当た り障 りの無い"忙 しさ"を 理

由に挙げた人もあった。又、 自分の健康や家族の健康で継続できな くなった人も14人 あ り

(27.5%)、 その中には、 自分 の病気で致 し方なく止めた人 もあった。指導者サイ ドに問

題 を感 じて止 めた人 も12名 あった(23.5%)。 それ は女性に多 く見受 けられたが、その問

題 は、外か ら依頼を受 けて演奏 した場合にもらった謝礼のことが主である。指導者は、 自

分が指導 したか ら自分が もらうのは当然だと思い、全額を懐 に入れて しま う。一方学習者

は、演奏依頼を受け、出演 したのは自分達であるか ら、配分について相談があって もいい

のではないか と思 う。そ ういっ た事が重なるにつれて、不満 が募 り、行 くのが嫌 になって

止めて しまった、 と書いた人が2名 いた。男性の中には,5名 の うち3名 が"難 しい"と

い う理 由で止めている。オカ リーナの音色 に憧れ を持って学習を始めた人の中には、楽譜

が読めない、 リズムが とれない、 といった問題を抱えている人がかな りいる。そ ういった

人がグループの人たち と同 じ時間帯に、同じ教材で学習 してい くことには無理があるのは

当然のことである。 このことは、オカ リーナのみな らず、グループ単位 で練習す る全てが

抱 える問題ではなかろ うか。指導者、グループの者がその人にふ さわ しい手を差 し延べ る

こと、本人 も吹 くことのみな らず、絶 えず音楽を聴 き、身の回 りに音楽のある生活を心が

け、そ して音楽の理論的な部分を学習す るような努力が必要ではなかろ うか。

オカ リーナを止めて〈別な習い事をは じめた>2名 の60代 の男性 は、男の料理教室、笙、

マ ジック、 リコーダーを始めている。一方女性 は、40代 の2名 がコーラスを、70代 の1名

がフルー トを学んでいる。現在 の 日本では、 自己の生きがいのために趣味や教養の生涯学

習 を行っている人は53.0%あ るといわれている。(注7>彼らもその一人であろ う。別な習い

事をはじめた6名 の うち5名 が何か楽器や歌 うことに関わってい るところから、オカ リー

ナを していた人は、もともと音楽の好きな人ではなかろ うか。



7)止 めて か らの オカ リーナ との 関わ り(複 数 回 答)

表8.は 、 グル ー プを止 めて か らのオカ リー ナ との関 わ りにつ いて尋 ね た もの で あ る。

表8.「 止めてか らのオカ リーナ との関わ り」か ら分かったことは、最初のグループを

止 めても他の方法で学習を継続 させ てい ることである。別のグループに入 った人 は15名

(32.6%)、 気の合 う人でグループを結成 した人は8名(25.0%)、 個人 レッスンを受 けて

いる人は4名(12.5%)、 元のグループに戻った人は1名(3.1%)あ った。つま り最初の

グループは止めたけれ ど、学習 自体は継続 させ ている人が28名(60.9%)い る、 とい う結

果 が得 られた。止 めた人の うち60%以 上の人が、別な環境 の中で学習を継続 させているの

は、筆者にとって意外 な発見であった。 この現象は楽器の持ち運びが容易であること、楽

器、奏法、楽譜が流派 に捉われな く共通 していることが、何処へいっても、新たなグルー

プに溶 け込むことができる、 とい うオカ リーナ の持つ特性 からくるものであろ うか。オカ

リーナ以外の楽器 を学習 している人 もこ ういった結果が現れ るのであろ うか。今後の研究

に結びつ く課題 と思われる。

8)継 続期間

グループを止めた後、別 の方法で練習 を継続 していると答えた28名 について、その後の

継続 の実態を尋ねた。表9。 は彼たちの継続期間を示 したものである。

継続 している28名 中25名 は継続年月が書かれていた。それによると、一年以下の女性が

多 く10名 あった(40.0%)。 中には8年 以上続 けている学習者 もいた。

9)オ カ リーナについて感 じてい ること(複 数回答)



学 習者 の46名 に 、オ カ リーナ に対 して感 じてい る こ とを書 いて も らった。彼 らのオカ リ

ーナ に対 す る感 じ方 は次 の よ うな もの であ る。

① 演奏 面 におい て

・吹 き方 が多少分 か って きて楽 しめ る よ うにな つた。(21>

・奥が 深い。(15)

・手軽 に持 ち運 びで き るの が よい。(8)

・野 山や旅 先で 吹 きたい。(4)

・サ イ ズの異 な る楽器 で のア ンサ ンブル の楽 しみが増 した。(3)

・世 代 を問わず 手軽 に扱 え る楽器 で あ る。(3)

・人 の演 奏が ゆっ た りと聴 け る よ うに なった。(2)

・いい質 の楽器 が増 えて きた。(2)

・ラジオか ら聞 こえて くる音色 に うっ と りす る。(2)

・一種 の民族 楽器 で ある。

・演奏 す る際 ソ ロの方 がふ さわ しい。

・音色 の魅力 。

・音域 が狭 いの が欠点。

・ギター な ど他 の楽器 と合わせ て も魅 力が あ る。

・福祉 セ ンター で唱歌 を吹 くと喜 ばれ る。

・もっ と気軽 に吹 きたい。

・オ カ リーナ の音 色 に気 づ くよ うにな った。

・今 は吹 いてい ない が、身近 な存在 と感 じる

・旅 先 で吹 くとそれ が きっか けで会話 が始 ま る。

・宗次 郎 の コンサー トを聴い て幸せ に感 じる。

② 健康 面 におい て

・健 康 上 いい。(2)

・体力 を必要 と しな い。

③ 感 じる負担 ・マ イナ ス面

・外へ の演奏 は体 力的 につい て行 け な くな った。

・C管 以外 に別 な調 の管 が必 要 にな り,負 担 を感 じる。

・練習 をす る時 間的 なゆ と りが な くな った。

・先 生が忙 しくな りす ぎて、 教室 の雰 囲気 が落 ち着か ない。

④ そ の他

・レベ ル が高 くなっ た。(2)



・グループがたくさんできて驚いている。(2)

・音量の小 さなオカ リーナが欲 しい
。

・移動 した福岡地区には 「協会」が無 くて残念

学習者 の記述か ら分かった ことは表現 の仕方 は多少異 なるが、〈楽 しめるようになっ

た〉人が多く(21)、 〈奥が深い〉(15)、 〈持 ち運びが便利 〉(8)な どである。多 くの

学習者の学習動機は、<オ カ リーナの音色が好 き〉であったが、その好 きなことを何 とか

自分な りに吸収 して、一人でも楽 しめる域まで達 したよ うである。ある人は、それで よし

として学習を止め、気が向いた時家で吹 く程度に留める。また、ある人は他のグループに

入った り、気の合 う仲間でグループを作 った り、個人 レッスンを受けるなど、別な方法で

技量のア ップ と楽 しみの幅を広 げている。奥が深い と回答 した人は、主 として学習を継続

させている人々であろ う。別のグループに入っ た り、気の合 う仲間でグループを作った り、

個人 レッスンを受けた り、元のグループに戻っ た りして学習を継続 させ ている人たちが28

名あった。 また、気の向いた時に吹 く人が22名 あり、前者 と合わせ ると延べ50名 がオカ リ

ーナ と関わ りのある生活を続 けてい る
。 これ らの人々は、条件 さえ整っていれば生涯 を通

して学び続 けよ うとす る姿勢が感 じ取 とられた。オカ リーナは、尺八や他 の管楽器 に比較

す ると吹けばす ぐに音が出る楽器である。 しか し、きちん と指穴をふ さぐこと、正確な ピ

ッチ感 を把握す ること、タンギング、アーティキュレーシ ョンな どの奏法の段階まで踏み

込む と決 してや さしい楽器ではない。 さらに 自分で演奏 曲を選び出 し、アンサンブル用 に

楽譜を書き換 えるよ うな作業は、より専門的な知識 と経験 が必要 とされ る。

Ⅲ.止 め た6名 の 聞 き取 り調 査

アンケー トに協力 してもらった46名 の うち、条件の異なる6名 を選び出 し、個人的な聞き取 り

調査を行 った。 この作業を通 して、①オカ リーナ学習者の子供の頃の音楽的環境、②オカ リーナ

を始めた動機、③最初のグループを止めた理 由、④止 めた後のオカ リーナ との関わ りの4点 につ

いて聞き取つた。 これ らの調査からオカ リーナを学習 している人の音楽的なバッ クグラン ド、受

けた音楽教育、そ して止 めた理由、止めてか らのオカ リーナ との関わ りがよ り明 らかになった。

1)調 査対象

以下のAか らFは 、調査に応 じてももらえた6名 の リス トである。

A.名 古屋市内に住む男性(64歳)　 聞き取 り日　 平成17年9月5日

B.名 古屋市内に住む女性(70歳)　 聞き取 り日　 平成17年11月10日

C.愛 知県内に住む女性(35歳)　 聞き取 り日　 平成17年11月17日



D.岐 阜県内に住む女性(45歳)　 聞き取 り日　 平成17年11月17日

E.名 古屋市内に住む女性(61歳)　 聞き取 り日　 平成17年11月18日

F.愛 知県内に住む女性(59歳)　 聞き取 り日　 平成17年11月29日

A.名 古屋市内に住む男性(64歳)

(1)音 楽的環境

彼は、子供の頃の音楽環境 について 「音楽が好きで、家でギターを弾いて<湯 の町エ

レジー〉などを歌った。人 と話す ことが苦手で、音楽は喋 らなくてもいいから、楽器 を

弾いて一人で楽 しんでいた。父 ・母、兄弟共に音楽はや っていなくて、音楽的な雰囲気

は子 どもの頃か らなかつた。学校の音楽の時間は、小学校ではハーモニカ、中学校、高

等学校ではアコーディオンを していた。 トランぺッ トが好きで、これは自分でやってい

た。オカ リーナの学習を始める前か ら尺八を吹いた り、ギターを弾いていま した。」 と

述べていた。

(2>始 めた動機

オカ リーナは、1994年 、53歳 の時、生涯センターの講座で始めた。その動機 について

次のよ うに述べている。 「元来音楽が好 きで、当時誰 もや っていないか ら、チ ョッ ト変

わった ことがや りたかった。楽譜 は、す らす らとは読めなかったが、音がす ぐに出て、

"これならやれ る"と 思
った。その後 もラジオ、テ レビから流れ るオカ リーナの音に刺

激 を受けた。その とき学習 した曲は、小学唱歌、賛美歌、外国曲であ り、 この種の音楽

が好 きである。継続期間は、8年 くらい。その間にフェスティバル に6回 程出演 した し、

最初か らグループのお世話役 をしていた役 目上、グループを止めることが出来ず、これ

もグループ所属が長 く続いた理由です。」 と語 っていた。

(3)止 めた理由

止めた理由について 「いつまでや っていてもき りが無 く、マジック、笙 とか他にや り

たい ことがあったので潮時だ と思って止めま した。」 と述べている。又、皆 で施設訪問

し、演奏する活動に対 して負担 を感 じ始めた頃でもあった、とい う。

(4)止 めた後のオカ リーナ との関わ り

止めた後のオカ リーナ との関わ りを 「トワイライ トスクールにて、子 ども達の前で週

2回 程オカ リナを吹いています。」 と述べてい る。そのほかに、5年 ほ ど前にボーイス

カ ウ トの団長か ら笙 を教えて もらい、結婚式や、神社での奉納の際、吹いて欲 しい とい

う依頼を受けて〈越天楽〉な ど奏する。 「それが今の楽 しみです。」 とも言っていた。

B.名 古屋市内に住む女性(70歳)



(1)音 楽的環境

子 どもの頃の音楽的環境について 「子 どもの頃は、母が縫い物をする横で針 に触 って

いたので、何か縫 うことが好 きで した。娘になってか ら兄 とハーモニカを吹いた り、二

番 目の姉がフルー トを していたので家の中は、いつ も何かの音が していま した。」 と述

べている。また、小学校の音楽の時間については 「軍歌を歌 うこと、6年 生になって竹

で作った縦笛で<港 〉な ど吹きま した。」 と述べている。そ してオカ リーナ学習以前 に

1990年 頃か ら大正琴の練習を始めた。

(2)始 めた動機

学習動機について 「最初は、テ レビかラジオで楽器 の存在を知った。45年 ほ ど前、松

坂屋のショー ウイン ドーに九谷焼のオカ リーナが6500円 で売ってお り、欲 しくて何度 も

見に行ったが、高くて手が出ませんで した。35年 ほど前、長女が取っていた学研 の付録

にプラスチ ックの"ポ ックル"と 呼ばれ るオカ リーナがついてきて、興味半分に吹いた

のがきっかけです。」 と語 ってい る。 そ して 「35年ほど前、オ リエ ンタル 中村(現 三

越)に て3500円 の ピッコロ ・オカ リーナ を買った。それ を持 って京都に出かけ、丸山公

園で誰 もいないのを見届 けて吹いた。」その後、1994年 、59歳 の とき、社会教育セ ンタ

ー主催 の講座後に出来た 自主グループに入った
。 「オカ リーナで吹 くのに好 きな曲は〈

小学唱歌・ポップス 〉な どです。」 と語っていた。約3年 半程続 けて、1998年 頃最初の

グループを止めた。

(3)止 めた理由

止 めた理 由を次のよ うに述べている。 「先生にかわいが られ ると、仲間か らねたまれ

るし、先生 と学習者 との間がぎくしゃくしていて、先生の前では、いいことを言 ってい

ても練習が終 るとグチがでて、その グチ を聞 くのが嫌で した。」そんなことが繰 り返 さ

れ るうちに、オカ リーナは吹きたいけれ ど、そのグループに行 くのが負担にな り、 しば

らく休んでいた。幸いにも、比較的近 くの生涯学習センターでやっ ているグループを見

つ け、そこに移った。

(4)止 めた後のオカ リーナ との関わ り

止 めた後の関わ りを次の ように述べている。 「や りたい、や りたい と思 っていま した

が、チャンスがなく、たまたま加藤先生に浄心 を紹介 していただき、1999年 そこに入会

しま した。そこは、お年寄 りが多 くわきあいあい としてお り、行 くのが楽 しみです。6

年間続いてい るが、一度 も止 めよ うと思 ったことはあ りませ ん。」その生涯学習セ ンタ

ーでは月2回
、先生が指導に来ていて、ボランティア活動 として、施設な どに演奏に出

かげる。 こんな訪問なども彼女の楽 しみの一つ になっているようである。



C.愛 知県内に住む女性(35歳)

(1)音 楽的環境

小学校の頃の家庭での音楽教育について次のよ うに述べている。 「両親が音楽を聴 く

ことが好 きで、特にモーツァル トの音楽がよく流れていた。楽器店の音楽教室で ピアノ

の レッスンを受けるなど、自分で意図的ではないが、偶然にも様々な音楽教育を受ける

ことができたのは、現在になって有難い ことだ と思っ ています。」また、家庭以外の音

楽教育について 「学校 では、中学校の時は、合唱部にいたため、腹式呼吸を習い、"発

声"の トレニー ングを受け、高校時代の音楽は、教科書に捉われない授業で、かなり詳

しく楽典 をやった。英語の専門学校へ行ったため、海外の音楽に触れるチャンスも多 く、

黒人の先生方が彼 ら独特の リズム感で踊って くれるのを見た り、外国の楽器 に触れ る事

は少なかったが、様 々な リズムがあるのだ とい うことを体感できた。」 と述べている。

(2)始 めた動機

始めた動機 は、27歳 頃ヤマハの音楽教室に入会 したことであり、 「何処で も演奏が可

能であ り、優 しく、素朴な音色が気に入った。好 きな豊は、演奏する自分が心地 よくな

れる曲とス ローすぎないバ ラー ドである。」 と語っていた。4年 程続 けて、2001年 頃止

めた。

(3)止 めた理由

「時間的にも、金銭的にもレッスンに通 う事が負担になっ てきたことと、教室では自

分 よりレベルの低い人のサポー ト役 になって しまい、楽 しくなくなった。」このことが

引き金になって止めた、と言 う。 グループに属 していた頃は 「協会」主催 の演奏会に4

回程 出演 した。

(4)止 めた後のオカ リーナとの関わ り

誘いを受けると演奏会のエ キス トラとして出演 した り、韓国に演奏旅行 に出かけるな

ど、かな り密度 の濃い関わ り方を している。 また、普段 は、 「気のあった友達 と情報を

交換 した り、気 に入った曲を吹 くな ど、〈個人の楽 しみ〉に徹 してい る。」 と述べてい

る。

D.岐 阜県内に住む女性(45歳)の 場合

(1)音 楽的環境

「子 どもの頃から音楽や体育が好きで、小学校の頃、楽器店の教室にて ピアノのレッ

スンを受けた。学校教育においては、小学校の音楽教育の中では、合唱、ハーモニカ、

リコーダー、音楽鑑賞な どを学び、中学 ・高等学校では、合唱、 リコーダー、音楽鑑賞

な どの授業 を受 けました。」 と述べている。



(2)始 めた動機

彼女の動機 は、「1996年、36歳 の頃多治見市の学習館で主催 されたオカ リーナの講座

に参加 した。講座の終了後、 自主 グループでき、そ こで演奏す る暖かいのびやかな曲や

リズ ミカルな曲が好きで、入会す るこ とに しま した。」その間 「協会」主催の演奏会に

も出演 した。 グループに約7年 程在籍 し、43歳 の時止めた。

(3)止 めた理由

指導者が小学校の非常勤 として勤務を始めたために 「曜 日と時間帯が変わ り、自分の

通える日時ではなくなったため、 しかたな く止 めま した。」 と語った。

(4)止 めた後のオカ リーナ との関わ り

「自宅で好 きな時に吹いた り、声 をかけて もらった時に演奏 に参加す る程度 です。」

と述べている。

E.名 古屋市内に住む女性(61歳)

(1)音 楽的環境

彼女は、 うたを歌 うことが下手だ ったため、音楽が好 きになれなかった。 「小学校の

頃は音楽が嫌いだった。学校では、ハーモニカを吹いた記憶がある。 中学校 、高等学校

では美術 を選択 し、音楽 には縁が無かった し、音符を見た ら拒絶反応が起 きるほど、音

楽が嫌いだつた。兄は絵 を書 くこと、父 は銀行員で、株に凝 っていたために家庭には音

楽的な雰囲気は無か つた。 音楽 とのかかわ りは、せいぜ い 自分で鼻歌を歌 う程度で し

た。」 と語っていた。

(2)始 めた動機

1994年50歳 の頃、たまたま近 くの支所で開かれたオカ リーナ講座に参加 した。6回 の

講座で20名 程 の参加者でスター トした。や っている うちに"そ んなに難 しくない"、"音

が優 しい"、 これな ら続け られ ると思 った。講座 が終了 した時点で、 自主 グループの話

が持 ち上がった。 グループに属 していた頃、「協会」主催のコンサー トに第2回 目か ら

出演 した。その他、西春の名鉄や支所の文化祭で演奏 した り、一粒荘にボランティア演

奏に出かけた。オカ リーナで吹 く好きな曲は、<里 の秋、学生時代、アメージンググレ

ース
、冬のソナタ、世界に一つだけの花 〉など、落ち着いた曲です。」 と語っ ている。

(3)止 めた理 由

「1998年の<ね ん りん ピック〉のステージを契機 に止 めようと心に決め、出演 した後

に止 めま した。」又、基礎 が無いため、合奏の時な ど 「入れなかった り、出遅れ た りし

て皆に迷惑がかかる。」 と語ってい る。それか ら、「先生の譜面がその場で変わ り、練習

して行ってもや る気 をな くして しまいま した。」 とも語つていた。グループ活動 は4年



間続けたが、54歳 の時に止めた。

(4)止 めた後のオカ リーナ との関わ り

「楽 しみで、ほとん ど毎 日12時か ら50分 くらい吹いている。デ ィサー ビス として施設

に一ヶ月毎に吹きに行 く。一緒に歌って もらえると嬉 しい。主人 と車で出かけるときは、

いつ もオカ リーナを持 つていき、人のいない所で吹 く。主人は、聞いて くれて、いろい

ろと感想 を言って くれ る。」こんな喜びを語っていた。

F.愛 知県内に住む女性(59歳)

(1)音 楽的環境

「音楽が好 きで、その中でも うたを歌 うこと、楽器 を弾 くことが好きであった。母が

音楽好 きで、大きなステ レオがあ り、 レコー ド盤がた くさんあった。越路吹雪に憧れて、

コンサー トに行 きたか ったが、チケ ッ トが取れ なくて実現 しなかつた。母はく岸壁の

母 〉が好 きでよく歌った。2人 の兄 も歌 うことが好きで、よく歌 っていた。」 と、家庭

環境 を語 っていた。また、学校教育においては 「小学校の音楽教育の中では、合唱を し

ていた。音楽教室では歌 と木琴 を習っていた。 中学校 ・高等学校では合唱、短大ではギ

ターをやった。」 とい うよ うに、家庭や学校 において恵まれた音楽環境の もとで子供時

代 を過 ごした様子が伺 える。

(2)始 めた動機

「1997年、51歳 の時、公民館でオカ リーナの講座 が始ま り、それに参加 したのがきっ

かけです。」 と語っていた。 「オカ リーナの音色が好 きであった し、手軽に出来ると思っ

たか ら、 自主グループになってからも参加 しま した。」練習の 目標は、「クラシックの曲

や、宗次郎が根尾村で吹いた曲が好きで、それを練習 しています。」 と述べてい る。

(3)止 めた理由

「演奏 した際の<お 礼 〉を指導者が独 り占め して しまい、報告な ど一切無かった。演

奏後のお茶代 など、指導者は〈お礼 〉をもらっているにも拘わ らず、学習者の負担 とな

った。演奏会をす るか ら必要経費 といって、突然一人5000円 を請求 されたこともあった。

会の責任者 とい う立場 にあったが、その行為 に対 して抗議す る勇気 も無 く、だんだん指

導者の人柄 が嫌にな り、2003年 ついに止めることを決心 した。」 と、 当時のつ らかった

思いを吐き捨てるよ うに語った。

(4)止 めた後のオカ リーナ との関わ り

グループは止めて も、オカ リーナは吹きたかつたので、一年程たって、近くのオカリ

ーナの先生に個人指導を受けるようになった。 「レッスンは月二回。一回のレッスンが

一時間半ほ どで10
,000円 。先生か らオカ リーナの指導のみな らず楽譜 をオカ リーナ用に



書き換えてもらって、宗次郎の吹いた曲など練習 している。」 と、満足 した様子で話 し

ていた。

Ⅳ.聞 き取 りの 整 理

以上、個別面接の結果か ら得 られた6名 の聞き取 りを整理 してみた。

上記の入々は、オカ リーナ開始年齢は、50代 が4名 、30代 が1名 、20代 が1人 とい う結果が出

た。最初のグループでの所属期間は、平均5年6ヶ 月 とい う結果が得 られた。 この記録は、全国

平均の3.2年 、先の46名 の学習者の4.1年 よりは、かな り長い。子供 の頃の音楽学習は、6名 中5

名が楽器 を学んでいる。その5名 は、音楽が好 きで、子供の頃何か楽器を学んだ経験か ら、ある

程度の音楽的な基礎知識 を持っ ていたであろ う。楽譜を読む こと、拍子を取ることな どの基礎知

識は、音楽学習には欠かせないものであ り、彼 らの子供時代の蓄積は、成人 してから踏み出す新

たな学習の糧 となっていることが分かった。また、逆にE女(54)の よ うに、家庭 に音楽的な雰

囲気はなく、子供の頃か ら音楽が嫌いで、楽譜を見ると拒絶反応 を起 こす人 も1名 あった。彼女

の場合は、 自身で鼻歌を歌 うくらいで、学校で もハーモニカを吹 く程度の乏 しい音楽環境であっ

た。子 どもの頃の音楽教育の不足は、大人になって学習を始める際に 「楽譜が読めない。 リズム

に乗れない、自分の入 る個所で入れ ない」な ど、音楽の基礎的な部分に問題が生 じる。 しか し彼

女はグループを止めてか らは、12時 か ら50分 間の練習を日常のスケジュールの中に定着 させ 、ほ

とん ど欠か した ことが無い とい う。 また、ご主人 と ドライブに行 く時は、いつ も楽器 を持参 し、

人のいない所で吹くなど、オカ リーナが生活に溶 け込んだ数少ない例である。彼女の場合は、苦

労 して習得 した技術であ り、〈自分でも出来る〉とい う確信を得た初めての音楽の楽 しみであ り、

それ らがかけがえの無いもの として、彼 女の人生に自信 と喜びを与えてい るのであろ う。



「止 めた主な理 由」は、他 にや りたい ことが出来た、指導者 とのぎくしゃく、時間的、金銭的

な問題、指導者の練習 日の変更、 リズムに乗れないなど、それぞれに異なっていることが分かっ

た。指導者やグループの間に何 らかの問題 を感 じて止 めた人は4名 、自分サイ ドの問題 で止 めた

人は2名 であった。指導者 との金銭的な もつれ、配慮 を欠いた教材の選択や変更、ち ょっとした

言葉使い、練習 日の変更など、大人同土がグループになって学習する上でのむずか しさを知った。

V.ま とめ

以上、学習 を止めた46名 のアンケー ト調査 と、その中の6名 についての聞き取った内容を整理

してきた。 グループとして学習を行 うための楽 しさ、学習継続する上での問題点な どを探 し出 し

た上で、生涯音楽学習 としてふ さわ しいオカ リーナのあ り方について考察 してみたい。

(1)学 習者は、"皆 で演奏ができた こと"、"ス テージで演奏ができた こと"、"多 くの人 と交流

ができたこと"を 喜び としている。

(2)今 回の調査では、46名 の学習継続期間は、4.1年 、そ して6名 の継続期間は、5.6年 とい う

結果がでた。

(3)止 めた理 由は、〈時間的に忙 しくなった〉〈自分や家族の健康上行 けなくなった 〉<指 導

者 とのぎくしゃくした問題 〉を挙げている。

(4） 止めた後は、61%の 人が、<別 のグループに入 った〉<気 の会 う人でグループを作った〉

〈個人 レッスンを受けている〉な ど、学習 を継続 させている。気の向いたときに吹いてい る

人をあわせ87%と かな りの人が吹いていることが分かった。

生涯学習の一環 として音楽学習が法律化 されたのは、1994年 に発布 された 「音楽文化の振興の

ための学習環境の整備等 に関す る法律」(略 して音楽文化 ・教育振興法 とい う)で あ り、比較的

日が浅い。 この法律は、音楽が人々の生活に潤いを与え、国際理解 と交流 に大 きく貢献す ること

を考慮 し、人々の音楽活動 を生涯学習 の範疇でとらえ、その中か ら音楽文化の振興を図 ろうとし

たことに大 きな意義が認め られ る。 こうした環境が整 えられることによ り、一般市民が音楽に接

す機会が増 え、音楽の学びが身近な存在 となり、音楽活動 を通 して、生活の中に楽 しみ と喜び を

見出す ことが多くなった。2003年 の朝 日新聞の 「四十の手習い 遅 くない」によれば、楽器 を習

い始めたのは、ほぼ半数が10歳 未満であるが、"退 職金で自分へのご褒美 として ピアノを購入 し

た"と い う83歳 の女性や、"郊 外に家 を建 てたのを機 に、40代 か らサ クソフォー ンを習い始め

た"54歳 の男性や、"沖 縄の文化 を知 りた くて三線 をは じめた"32歳 の女性な ど動機は さま ざま

であるが、68%の 人が何かの楽器を弾いた り、現在学習 しているとい う。(注8)かっては、 ピア ノ

やサ クソフォーンなどの高価な楽器は、子 どもの"情 操教育"と い う名 目で購入す る家庭が多か

ったが、今 日、大人が 自身の楽 しみ を満たす楽器 として買っ ている。生活が豊かにな り、各 自が



自分の幸せ を求め始める今 日にあっては納得のい く現象であろう。 オカ リーナ もこれ らの楽器の

一つであろ うか
。

少子高齢化社会に突入 した今 日において、人々は心身の健康は 自分で責任 をもって維持 しなけ

ればな らない。最近の中高年者は、 この課題 を意識 して積極的に 自分の、「学び」に関わっている。

80歳 になってもオカ リーナ を吹き続けている男性 など身近な ところで 自己開発 に向けて社会活動

している姿 を見かける。年を とってか らの学習は、理解す ること、指 を動かす こと、楽譜を読む

ことなど、時間 と忍耐が必要 とされる。 しか し、家庭の中心 として仕事に追われる中高年者に比

較すれば、ゆった りとした時間 と趣味にかけるゆとりとそれ に加 えて豊富な経験 と、反復継続 さ

せ る力 を持つている。 これ らの高齢者がくや ってきて よかった 〉と考 える条件が、"み んなが"

"い つでも""ど こでも""な んで も"を 備 えた学習であろう
。オカ リーナは、 これ らの条件を十

分に備 えた楽器の一つではなかろうか。

19世紀のイギ リスの哲学者 トーマス ・ヒル ・グリーンは、 自己実現について 「自己が本来持っ

てい る真の絶対的な 自我を完全に実現す ること。 これが 自己実現であ り、これこそ人生の究極的

な 目的である。」 と述べている。 自分の中に本来潜 んでいた能力を引き出 し、開発 させ、深めて

いくこと、 これが人生の究極的な 目標であるとい うのである。その生涯学習を実践 してい く中で、

オカ リーナは、人々の生活に潤 いと楽 しみを与え、生きがい として、生活の中に入 りやすい要因

を多 く持 っている。学習者が、学習 を継続 させ、奥を深 めることによ り、 自分に対す る自信 と価

値を見出 し、それをすることによ り自己を開発 させてい くとい う生涯学習の 目的を実践するもの

として、オカ リーナは意義 のある楽器ではなかろ うか。

今回の調査か ら分かった ことは、最初のグループでの平均継続年数は、5年6ヶ 月であ り、そ

してグループを止めて も60%に 人が別な方法で学習を継続 させていることである。 この現象は、

他の楽器で も見 られ るのであろ うか。今後、他 の楽器を学んでいる人 についての調査をすること

により、オカ リーナ学習者 の姿が浮 き彫 りにされて くるのではなかろ うか。また、オカ リーナの

さかんなイギ リス、韓国の学習者 との比較研究を進 めることによ り、 日本の学習者の特徴がもつ

と明解になるのではないか、と考 えている。
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